
ク ロー ド ・グ ラス に映 る 「ピ クチ ャ レス ク」 の深 層

岩井 茂昭

序

ピ クチ ャ レス ク(picturesque)の 概 念 に 関 す る18世 紀 と19世 紀 の 文 献 を 集 成 し た

ThePicturesque全3巻 の"lntroduction"に お い て、 編 者 マ ル コ ム ・ア ン ドル ー ズ

(MalcolmAndrews)は ク ロ ー ド ・グ ラ ス(Claude-glass)を 次 の よ う に説 明 して い る。

"Th
eClaude-glassfavouredbythePicturesquetouristswasapocket-sizeconvex

mirror,eitherrectangularorcircularinshape:inthecaseofthecircularmirror,the

diameterwasaboutfourorfiveinches."(Andrews,Picturesque1:14)。 す な わ ち、 「ク

ロ ー ド ・グ ラス 」 とは 、18世 紀 後 半 以 降登 場 す る イギ リス の ピ クチ ャ レス ク旅 行 者 が 好 ん

で持 ち歩 い た、 長 方 形 も し くは 円形 の 携 帯 型 凸 面 鏡 だ とい うこ とで あ る。 ピ クチ ャ レス ク

旅 行 者 は文 字 通 り ピクチ ャ レス ク な風 景 を求 め る人 々の こ とで あ るが 、 ピ クチ ャ レス ク な

風 景 を求 め る こ と とク ロ ー ド ・グ ラス と呼 ばれ る道 具 を用 い る こ との 問 に どの よ う な 関係

が あ っ た の だ ろ うか 。 ク ロ ー ド ・グ ラス とい う道 具 が ピ クチ ャ レス ク旅 行 者 と と り もっ た

関係 を明 らか にす る こ とで 、 ピ クチ ャ レス ク の概 念 の深 層 を探 る のが 本稿 の 目的 で あ る。

1

クロー ド ・グラス に映 る ピクチ ャ レスクな風景が どの よ うな もので あったのか を検討す

るためには、 まず クロー ド ・グラス とい う光学的 な道具が実際 に どの ような ものであ った

か を把握 しておか なけれ ばな らない。 ここで対象 とす るクロー ド ・グラス はア ン ドルーズ

が 「長方形 もしくは円形 の携帯型凸面鏡」 と述べ てい る もの だが、実 は慣習的 に用い られ

ている クロー ド ・グラス(Claudeglassも し くは、ClaudeLorrainglass)と 言 う名称 は、

2種 類 の異 なる光学 的道具 を指 す ことがあ り、混乱 を招 く可能性 があ る。その理 由は、英

語 のglassに は 「ガラス」 とい う意味 に加 えて、 「鏡 」(lookingglass)と い う意味 があ る

ため、ClaudeGlassと 言 う場合 に、時代や状況 によって 「ガラス」 を指 した り 「鏡」 を指

した りす る ことが あ るか らであ る。OxfordEnglishDictionary(以 下 、OED)を ひいて

み る と、ClaudeLorraineglassと い う見出 しがあ り、以下の ような定義が書かれてい る。
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Asomewhatconvexdarkorcolouredhand-mirror,usedtoconcentratethe

featuresofalandscapeinsubduedtones.Sometimesappliedtocoloured

glassesthroughwhichalandscape,etc.isviewed.("ClaudeLorraineglass",

OED)

この定義 の前半部分で は、対象 となる道具 は 「凸面で暗色の あるいは着色 された鏡」であ

るが 、後半部分 で は 「風 景 を眺 め るための着色 され たガ ラス1」 となってい る。 つ ま り、

OEDの 定義で は"ClaudeLorrainglass"と い う言葉が指す道具 には2種 類 があ り、あ る

ときは凸面 の着色 された鏡、 また ときには着色 されたガラス に もこの言葉 は使 われ る とい

うこ とで ある。歴史 的に どち らの意味で先 に使 われるようになったか につい て、現時点で

わかってい るこ とのひ とつ は、OEDの 用例 の最初 にあげ られてい るウ ィリアム ・ギル ピ

ン(WilliamGilpin)の 以下 の記述が 「鏡 」で はな く 「ガラス」 を意味 してい た とい うこ

とで ある。

Theonlypicturesqueglassesarethose,whichtheartistscallClaudLoraine

[sic]glasses.Theyarecombinedoftwoorthreedifferentcolours;andifthe

huesarewellsorted,theygivetheobjectsofnatureasoft,mellowtinge,like

thecolouringofthatmaster.(Gilpin,Observations...17762:124)

こ の 記 述 の 出 典 は1789年 出 版 のObservations,RelativeChieflytoPicturesqueBeauty,

MadeintheYear1776,0nSeveralPartsofGreatBritain;ParticularlytheHighlandsof

Scotlandで あ る。 この こ とか ら、1776年 か ら遅 く と も1789年 ま で の 間 に ギ ル ピ ンが 数

種 類 の異 な る色 の ガ ラス か ら な る道 具 を"ClaudLoraineglasses"と 呼 ん で い た こ とが わ

か る。 こ れ に 対 して 、 「鏡 」 の 意 味 で のOEDに お け る用 例 は 、 エ ドマ ン ド ・ウ ィ リ ア

ム ・ゴス(EdmundWilliamGoss)に よ る 詩 人 トマ ス ・グ レイ(ThomasGray)の 伝 記

中で の言 及 が 一 番 古 く、1882年 で あ る 。

Graywalkedabouteverywherewiththatprettytoy,theClaude-Lorraineglass

inhishand,makingthebeautifulformsofthelandscapecomposeinits

lustrouschiaroscuro("ClaudeLorraineglass",OED)

トマス ・グ レイにつ いては後述す るが、風景 を眺 めるため に凸面鏡 を持 ち歩いた こ とを友

人 であ るウ ィリアム ・メ イソ ン(WilliamMason)や ギ ル ピンが言 及 してお り2、 ここで
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ゴスが"Claude-Lorraineglass"と 呼 んでいる道 具が 「鏡 」で あるこ とは間違 い ない。 し

たが って、OEDの 定義 を見 るか ぎりにおいて は、1776年 か ら1789年 の問にはすで に 「風

景 を眺 めるための着色 された ガラス」が"ClaudLoraineglasses"と い う名称 で呼 ばれて

いるが、「凸面で暗色 のあるい は着色 された鏡 」が 同 じ名称 で呼 ばれるのはお よそ100年

後の1882年 だ とい うこ とになる。

しか し、 アル ノ ー ・マ イエ(ArnaudMaillet)の 調査 に よる と"ClaudeBlackGlass

Mirrors"と い う名称 の商 品が1856年 にニ ュー ヨークで販 売 されてお り3、 またそれ以前

(お そ ら く1851年 以前)に もロ ン ドンの金物商 の カタログ に"ClaudeMirrorsin[their]

cases"と して掲載 されてい る。 また、 ア ダム ・ウォーカ ー(AdamWalker)が1792年

に 出 版 し た 紀 行 文 の 中 で"Myblackmirrorpresentedmewithmanydelightful

landscapesinthispark,thataClaudemightnothavedisdainedtocopy"(Maillet

33-34)と 記述 してお り、 この こ とか ら1790年 代 には"blackmirror"に"Claude"の 名

前がつ け られ てい た可能性 もある。

本稿の主 な対象で ある 「凸面で暗色の あるい は着色 された」そ して 「長方形 もしくは円

形 の携 帯型 の」鏡 としての クロー ド ・グラス(図1、2)は 、 そ こに風景 を反射 させ て眺

めるため の道具であ る。 その実際の用法 につ いてはピクチ ャ レス ク旅行者 を引用 しなが ら

後 ほ ど詳述す るが 、形状 の上 か らは 「凸面鏡」(convexmirror)で あ るこ とと、「着色 さ

れている」(tinted;colored)こ とが大 きな特徴 であ る。そ して、着色 とい うこ とに関 して

は、 アル ノー ・マ イエが指 摘 した先 の19世 紀 の商 品 カタ ログ にお け る"ClaudeBlack

GlassMirrors"と い う名称や、18世 紀 末の アダム ・ウ ォーカーの紀行 文 にお ける"black

mirror"と い う名称 が示す ように、通常の銀色の鏡 とは異 なる 「黒い鏡」 なので ある。黒

い鏡 とは どのような ものか というこ とだが、 われ われが知 るよ うな通常の銀色の鏡 はガラ

ス の背 面 に金 属箔 を蒸 着 して作 られ る。 この 製法 は16世 紀 に ヴェネ チ アか ら広 ま り、

1835年 に銀 の蒸 着法が発 明 され るまでは、金属箔 と して錫 と水 銀の合金 が用い られた4。

これ に対 して黒い鏡 を作 るためには、① ガラスの背面 に黒い箔 を蒸着 させ る、②最初か ら

着色 したガラス を使 って背面 に金属箔 を蒸着 させ る、③ ガラスの代 わ りに黒色の金属や鉱

物 を磨 いて鏡 を作 る、 な どの方法が考 え られる5。 本稿 では風 景 に青や赤 の色彩 をつ けて

眺 め るた めの 道具 で あ る 「ク ロー ド ・グ ラス」 と区別 して、風 景 を反射 させ るた めの

「黒い凸面鏡」 を 「クロー ド ・ミラー」 と呼ぶ こ とにす る。
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角型 クロー ド ・ミラー

図2図3

丁 黄色ガラス約

黒い凸酵1脂
色ガラス 保謝 一ス

1

保護布く 三)

丸型 クロー ド ・ミラー クロー ド・グラス

なぜ黒 い 凸面鏡 が17世 紀 の フ ラ ンス人風 景画 家 ク ロー ド ・ロ ラ ン(ClaudeLorrain)

と関係づ け られ るようになったか につい て確か なこ とはわか ってい ない。 しか し、 もう一

方 の 「風景 を眺め るための着色 されたガラス」 と しての クロー ド ・グラス(図3)に 関す

る、先の ウィ リアム ・ギル ピンの記述 を もう一度引用す るこ とで、 クロー ド ・ミラーの特

性 につ い て類推 す る こ とは可能 で あ ろ う。 ギル ピ ンは、"Theyarecombinedoftwoor

threedifferentcolours;andifthehuesarewellsorted,theygivetheobjectsofnaturea

soft,mellowtinge,likethecolouringofthatmaster."([ク ロー ド ・グラス]は 異 なる2、

3の 色 を組み合 わせ た ものである。そ して、 もし色相が上手 に調整 されるな らば、 自然物

に対 して、柔 らかで なめ らか な色 合 い を与 え、 それ はか の巨匠 の色 使い に似 た もの とな

る)、 と述 べてい る。つ ま り、 クロー ド ・グラス を用い る 目的は風 景 に人工 的な色 彩付 け

を行 って、 まるで クロー ド ・ロラ ンの風景画 を眺 めてい るか のような効果 を得 るこ とだ と

い うことであ る。 それでは、「黒 い凸面鏡」 であ るクロー ド ・ミラーの方 に映 る映像 にク

ロー ド ・ロ ラ ンの風景 画 に擬せ られ る特性 とは どの ような ものか とい うこ とだが、「黒

い」 ことと、「凸面」 である ことが推測 の手がか りとなろ う。 まず は、鏡面 の黒 さによっ

て全体 が暗 い トー ンで統一 され る こと、そ して、 凸面鏡 であ る ことに よって映像 が湾 曲

し、 よ り広い範 囲の風景 を画面 の中に映 し出す こ とがで きる とい うこ とであ る。 この よ う

なクロー ド ・ミラーの光学的特[生が作 り出す反射映像が、 クロー ドの風景画の特徴 に近似

す る もの として意識 され た結果、風景鑑賞用 の黒 い凸面鏡 にクロー ドの名が冠 され るよ う

になった可能性が高 いよ うに思 われ るが、現時点 ではあ くまで も推測 の域 を出ない。

2

湖水地方 の風景美 に関す る最 も早 い記述の1つ とされ てい るのが、1753年 頃にジ ョン ・

ブ ラウ ン(JohnBrown)が リ トル トン卿(SirGeorgeLyttelton)に 宛 て た書 簡 であ る。

この書簡 は出版 を意 図 した もので はなかったが、新聞記事 やパ ンフレ ッ トの形 で広 ま り、
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1780年 に は トマ ス ・ウ ェ ス ト(ThomasWest)の/1GuidetotheLakes,inCumberland,

Westmorland,andLancashire第2版 に 付 録 と して 収 録 さ れ た6。 ブ ラ ウ ンは ケ ズ ィ ッ ク

(Keswick)と ダ ヴ デ イ ル(Dovedale)の 風 景 につ い て 次 の よ うに述 べ てい る。

WereItoanalysethetwoplacesintotheirconstituentprinciples,Ishouldtell

you,thatthefullperfectionofKESWICKconsistsofthreecircumstances,

Beauty,Horror,andImmensityunited;thesecondofwhichisalonefoundin

Dovedale.OfBeautyitbathlittle:Naturehavingleftitalmostdesart:Neither

itssmallextent,northediminutiveandlifelessformofthehillsadmit

magnificence....Buttogiveyouacompleteideaofthesethreeperfections,

astheyarejoinedinKESWICK,wouldrequiretheunitedpowersofClaude,

Salvator,andPoussin.Thefirstshouldthrowhisdelicatesunshineoverthe

cultivatedvales,thescatteredcots,thegroves,thelake,andwoodedislands.

Thesecondshoulddashoutthehorroroftheruggedcliffs,thesteeps,the

hangingwoods,andfoamingwaterfalls;whilethegrandpencilofPoussin

shouldcrownthewholewiththemajestyoftheimpendingmountains.(West

194-95)

こ こで ブ ラ ウ ンはケ ズ ィ ックの風 景 の特 徴 を 「美(Beauty)、 恐 怖(Horror)、 広 大 さ

(lmmensity)の 結 びつ き」 とし、 その3つ の特徴 の うち 「美(Beauty)」 を描 写す るには

クロー ドの画力が必要で ある と述べ てい る。 ブラウンの考 えるクロー ドの画家 としての特

徴 は 「繊 細 な陽光(delicatesunshine)」 を風 景全体 に投 げか ける とい う点 にある。 ブラ

ウ ンの記述 にはクロー ド ・ミラーに関す る言及 はないが、他 のピクチ ャ レス ク旅行者 たち

に とって、 この 「光学的」道具が風景 をクロー ドの絵の よ うに見せ る もので あった と仮定

す るな らば、 ブラウ ンの記述 はクロー ド ・ミラーの映像の特性 を示す ひ とつの ヒン トとい

えるか もしれ ない。

ブラウ ンが書簡の 中で 「ピクチ ャ レス ク」 とい う言葉 と 「クロー ド」の名前 を同日寺に書

き記 してか ら16年 後、1769年 に詩人 トマス ・グ レイ(ThomasGray)は 湖水 地方 を訪れ

てそ の風 景 を友 人 トマス ・ウ ォー トン宛 の書 簡 の 中で詳 述 した。 その 際 に グ レイが ク

ロー ド ・ミラー を携帯 してい た こ とをグ レイの書 簡 の編 者で ある ウィ リアム ・メイ ソ ン

(WilliamMason)が 記 してい る。

一101一



教養 ・外国語教育センター紀要

Mr.GraycarriedusuallywithhimonthesetoursaPlano-convexMirrorof

aboutfourinchesdiameteronablackfoil,andbounduplikeapocket-book.A

glassofthissortisperhapsthebestandmostconvenientsubstitutefora

CameraObscura,ofanythingthathashithertobeeninvented,andmaybe

hadofanyoptician.(Mason352n)

メイソ ンの証言 による とグ レイが携帯 した鏡 は 「黒い箔のつい た直径約4イ ンチの平凸面

鏡(Plano-convexMirrorofaboutfourinchesdiameteronablackfoil)」 で あ り、「直 径

(diameter)」 とい う言 葉 か ら円形 の鏡(図2参 照)で あ った と思 われ る。 メイ ソ ンが グ

レイの携帯 したクロー ド ・ミラーを 「最 も優 れた、最 も便利 なカメラ ・オブス キュラの代

用 品(thebestandmostconvenientsubstituteforaCameraObscura)」 と述 べ て い る

とい うことは、 ク ロー ド ・ミラーの特徴 につい ての ひ とつ の示 唆 となろ う。18世 紀 まで

に技術的 に進化 を遂 げていたカメラ ・オブス キュラは、 レンズ に加 えて内部 に反射鏡 を備

え、上下 の反転 を修正 した映像 を投影 してそ れを紙 に写 し取 るこ とがで きるよ うになって

いた7。

次 の引用 はグ レイ自身が書簡 の中で 「鏡(mirror)」 に言及 している箇所 の一例 であ る。

OntheascentofthehillaboveApplebythethickhangingwood,andthelong

reachesoftheEden,clear,rapid,andfullasever,windingbelow,withviewsof

thecastleandtown,gavemuchemploymenttothemirror;butnowthesun

waswanting,andtheskyovercast.(Mason352)

グ レイが 記述 して い るの は、ペ ンリス(Penrith)の 東 北東20キ ロ ほ どの ところにあ る

ア ップル ビー(Appleby;Appleby-in-Westmorland)の 丘の上か らイーデ ン川 の流域 や城

や街 並み を眺め るのに 「鏡(themirror)」 が大 い に役 に立 った とい うことで ある。非常

に興味深 いのは、見 晴 ら しの良い場所 か らの眺望 を自身の 目で楽 しむよ りも、 クロー ド ・

ミラーに反射す る映像 を楽 しんでい るか のようだ とい うこ とであ る。 クロー ド ・ミラーを

使 って風景 を眺 める場合 には、 当然 のこ となが ら、眺め るべ き風景 に背 を向 けるこ とにな

る。風景 に背 を向けて鏡 に映 る風景 を眺 める とい う態度 は、 クロー ド ・ミラーを使 う旅行

者 に とっての 「ピクチ ャレス ク」の意味 を考 え る上で重要 なポ イン トとなる と思われ る。

この点 に関 して は、次節 にお いてあ らためて検討 してみたい。 その こ ととは別 に もう一

点、 この グ レイの記述が クロー ド ・ミラーの特性 と関係す る可能性が ある箇所が ある。そ

れ は、 ク ロ ー ド ・ミ ラ ー が 大 い に役 立 っ た と述 べ た 後 の、"butnowthesunwas
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wanting,andtheskyovercast."と い う一節 で あ る。「今 や太 陽 の 光 が不 十 分 で、空 が

曇 って きた」 とい うこ とであるが、 メイソ ンの注 によれ ばグ レイが使 ってい た円形の携帯

型 クロー ド ・ミラーは 「黒い箔のつい た(onablackfoil)」 ものである。黒 い鏡の特性 と

して、そ こに映 る風景 は全体が暗 くな り、太陽の光が十分で はない場合 には何が映 ってい

るのか判別で きな くなって しまう可能性があ る。 グ レイの記述 をただ単 に 「日が暮れ て空

が曇 って きた」 とい う天気の記述 とみ るこ ともで きるが、 クロー ド ・ミラーを使用 して風

景 を眺め てい る場合 には、 この道具 を使 えな くなって しま う状況 になって きた とい う含意

が あ る可 能性 も否 定 で きない。 も しそ うだ と仮 定す るな らば、 こ こに もクロー ド ・ミ

ラー とピクチ ャ レス ク旅行者 の風景 に対す る視線 に関 して後 ほ ど検討すべ きひ とつの課題

が ある よう思 われる。

次 に、 イギ リス にピクチ ャ レス ク旅行 を流行 させ た立役者 のひ とり、 トマス ・ウェス ト

(ThomasWest)の/1GuidetotheLakes,inCumberland,Westmorland,andLancashire(初

版1778年)に おけ るクロー ド ・ミラー に関す る記 述 を検討 してみ よう。ベス トセ ラー と

なったこのガイ ドブ ックの中でウェス トはクロー ド ・ミラーに関 してか な り詳細 な記述 を

残 している。 ここでは、3つ の段落 に分 けて書かれてい る記述 をそれぞれ検討 してい くこ

とにす る。 まず最初 の段落 には次の よ うに書かれ てい る。

Thelandscapemirrorwillalsofurnishmuchamusementinthistour.Where

theobjectsaregreatandnear,itremovesthemtoaduedistance,andshews

[sic]theminthesoftcolourofnature,andinthemostregularperspectivethe

eyecanperceive,orsciencedemonstrate.(West11-12)

こ こで書 かれ ている クロー ド ・ミラー(=Thelandscapemirror)の 特性 は、「対 象が大

きかった り、近か った りす る場合 には、対象 を適切 な距離 に移 す」 こ と、 「自然 の柔 らか

い色彩で対象 を映す」 こ と、 そ して 「目が知覚 しうる、 あるい は科学が示 しうる、最 も整

然 と した眺 め と して対象 を映 す」 こ とであ る。最初 と最 後の記述 は凸面鏡 と しての特 性

を、 そ して2番 目の記 述"shewstheminthesoftcolourofnature"は 「黒 い鏡 」 と して

の特性 を示 してい る。凸面鏡 は平面鏡 に比べ る と同 じ距離で対象 を映 した場合 に、遠 くに

あるかの ように映す性質 を持 ってい る。例 えば、平面鏡 に顔 を近づ けす ぎる と顔の一部分

しか映 らないが、湾 曲の強い 凸面鏡 を用 いる と鏡が鼻 に接触す るほ ど近づ けて も顔全体 を

映す ことがで きる。風景 の場合 には、手前 の近い距離 に大 きな木や岩が あった と して も、

その一部 だけで な く全体 あるい は大部分 を映 し出す こ とが可能 となる。 その こ とに よっ

て、近景か ら遠景 にいたるまで、人 間の視覚 に とって 「最 も整然 とした眺め」 として風 景
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を映 し出す ことが で きるのであ る。 また、「自然 の柔 らか い色彩 で対 象 を映す」 とい うこ

とに関 しては、反射像全体の 明るさを落 とす黒い鏡 としての特性が、 あたか もサ ングラス

をか けた ときの よ うに、強す ぎる光 を和 らげて風景 を眺め るこ とを可能 にす る と考 え られ

る。 この 「柔 らかい色彩(thesoftcolourofnature)」 とい う表現 は、先 に検 討 した ブラ

ウ ンの記述 にお ける、繊細 な陽光の画家 としての クロー ドの特徴 に呼応す る もの と言 って

よい だろ う。

次 の2番 目の段落 にお いてウェス トは旅行者向 けの ガイ ドブ ック らしく、 クロー ド ・ミ

ラーの使用方法 と適切 なサ イズ につい て述べ てい る。

Themirrorisofthegreatestuseinsunshine;andthepersonusingitought

alwaystoturnhisbacktotheobjectthatheviews.Itshouldbesuspendedby

theupperpartofthecase,andthelandscapewillthenbeseenintheglass,by

holdingitalittletotherightorleft(asthepositionofthepartstobeviewed

require)andthefacescreenedfromthesun.Aglassoffourinches,orfour

inchesandahalfdiameterisapropersize.(West12)

この記 述 に現 れ てい る クロー ド ・ミラーの特 性 は、反 射す る風 景 の明 度が 落 ち るため

「晴 天の 日の使用」 が適 してい るこ と、そ して、鏡 に映す とい う行 為 の必然 性 に よって、

「眺 める対 象 に対 して常 に背 を向 けるこ とに なる」 こ と、そ して 「適切 なサ イズ」は直径

約4イ ンチか ら4.5イ ンチ程 度だ とい うこ とである。 この 「適切 なサ イズ」 とい うこと と

関連 して、 ウェス トは最 後 の3番 目の段 落で クロー ド ・ミラーの 凸面の適切 な湾 曲具合

と、適切 な色 につい て も解説 してい る。

ThemirrorisaPlano-convexglass,andshouldbethesegmentofalarge

circle;otherwisedistantandsmallobjectsarenotperceivedinit;butifthe

glassbetooflat,theperspectiveviewofgreatandnearobjectsisless

pleasing,astheyarerepresentedtoonear.Theseinconveniencesmaybe

providedagainstbytwoglassesofdifferentconvexity.Thedarkglassanswers

wellinsunshine;butoncloudyandgloomydaysthesilverfoilisbetter.(West

12)

この記述 に よる と、 ク ロー ド ・ミラーは片側が平 面、片側 が凸面 の 「平 凸面鏡で あ り」、

湾 曲が大 きす ぎる と 「遠 くの ものや小 さな ものが見 え ない」 が、「あ ま り平 面す ぎる と、
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大 きな ものや近 くの ものの眺めが良 くない。対象 が近 くに見 えす ぎるか らであ る」。そ こ

で、 この ような凸面鏡の特性 によって生 じる不都合 に備 えて、異 なる湾 曲の2つ の鏡 を用

意す るこ とが勧 め られている。鏡の色 に関 しては、 ひ とつ前 の段落で も述べ られ てい たよ

うに、「黒 い鏡 は晴天 の 日に向 いている」が、「曇 りの 日や薄暗い 日には銀箔の鏡の方が良

い」。 この ような詳細 な解説 を行 うこ とで、 ウェス トは旅行者 たちの風景 を眺 め る楽 しみ

を増幅 させ るこ とを意図 していた。

次 に取 り上 げる ウ ィ リアム ・ギル ピ ン(WilliamGilpin)の 場合 に は、 ク ロー ド ・ミ

ラーの もた らす視覚 的効果 について分析的 な姿勢が見 られ、利点 と欠点の双方 に言及 して

いる。 まず次の引用 はクロー ド ・ミラーの特性が もた らす利点で ある。

Whenweexaminenatureatlarge,westudycomposition,andeffect.We

examinealsotheformsofparticularobjects.Butfromthesizeoftheobjectsof

nature,theeyecannotperformboththeseoperationsatonce.Ifitbeengaged

ingeneraleffects,itpostponesparticularobjects:andifitbefixedonparticular

objects,whoseforms,andtintsitgathersupwithapassingglancefromoneto

another,itisnotatleisuretoobservegeneraleffects.-Butintheminute

exhibitionsoftheconvex-mirror,composition,ノorms,andcoloursarebrought

closertogether;andtheeyeexaminesthegeneraleffect,theformsofthe

objects,andthebeautyofthetints,inonecomplexview.Asthecolourstooare

theverycoloursofnature,andequallywellharmonized,theyarethemore

brilliant,astheyarethemorecondensed.(Gilpin,Remarks2:224)

自 らが ピクチ ャ レス ク旅行者 である と同時 にピクチ ャ レス クの概念 に関す る理論家で もあ

るギル ピンは、風景 にお ける 「配置」、 「形態」、「色彩」、「全体的効果」、「個 々の 自然物の

形態」、「色彩の美」 な どの言葉 を用い て、 クロー ド ・ミラーの特性 によって もた らされ る

効果 を述べ てい る。 この ギル ピンの記述 におい て特 に強調 されてい るクロー ド ・ミラーの

特 性 は、 広 大 な 自然 の風 景 が凝 縮 され、「凸面 鏡 の 中 に細 か く映 し出 され る(inthe

minuteexhibitionsoftheconvex-mirror)」 とい う点 で あ る。 そ して、「全 体 的効 果 」、

「個 々の 自然物の形態」、「色彩 の美」 のすべ て を一度 に観察 す ることが で きる とい うこ と

との 関連 で、2段 落あ とでは 「焦点(focus)」 とい うことに言及 してい る。

Ifthemirrorhaveanypeculiaradvantage,itconsistsinit'snotrequiringthe

eyetoalterit'sfocus;whichitmustdo,whenitsurveystheviewsofnature一
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thedistancerequiringonefocus,andtheforegroundanother.Thischangeof

thefocus,intheoryatleast,(Idoubt,whetherinpractice)occasionssome

confusion.Inthemirror,wesurveythewholeunderonefocus.(226)

ギルピ ンによる と、人 間は風景 を眺 める とき、遠景 と近景の両方 に同時 に 目の焦点 を合 わ

せ る こ とはで きないが、 クロー ド ・ミラーの映像 で は遠景 も近景 も均 等 に手元 の鏡 面 に

映 ってい るため、 目の焦 点 を調整す る ことな く全体 と部分 をすべて眺め る ことがで きる。

これ を読 むか ぎりにおい ては、 ギル ピ ンはクロー ド ・ミラーの使用 に肯定的であ るように

思 われるが、 同 じ段落の 中で次 のように も述べ ている。

Afterall,perhapsthechiefvirtueofthisdeceptionmayconsistinexhibiting

thebeautiesofnatureinanewlight.Thuswhenwecloseoneeye,andlook

throughthelidoftheotherhalf-shut,weseeonlythegeneraleffectofobjects;

andtheappearanceisnew,andpleasing:orwhenwestooptotheground,and

seethelandscapearounduswithaninvertedeye,theeffectispleasingforthe

samereason.Wearepleasedalso,whenwelookatobjectsthroughstained

glass.Itisnot,thatanyofthesemodesofvisionissuperior,orevenequalto

theeyeinit'snaturalstate;itisthenoveltyaloneoftheexhibition,that

pleases.(226)

こ こで は、 ク ロ ー ド・ミラ ー を用 い て み る こ とが で きる 映 像 は一 種 の 「ま や か し

(deception)」 で あ り、われ われ はその 「新奇 さ(novelty)」 を喜ぶ だけ だ とい うのであ

る。 肉眼で風景 を眺 め るこ とに比べ れば、 クロー ド ・ミラーの映像 は優 れてい る どころ

か、対等 の もの とさえ言 うこ とがで きない。 そ して次の段落で、 ギルピンはさ らに踏み込

んで、 クロー ド ・ミラーの欠点、を指摘 してい る。

Ontheotherhand,themirrorhasatleastonedisadvantage.Objectsarenot

presentedwiththatdepth,thatgradation,thatrotundityofdistance,ifImayso

speak,whichnatureexhibits;butareevidentlyaffectedbythetwosurfacesof

themirror,whichgivethemaflatness,somethinglikethescenesofaplay-

house,retiringbehindeachother.-Theconvex-mirroralsodiminishes

distancesbeyondnature,forwhichthepaintershouldalwaysmakeproper

allowance.Or,tospeakperhapsmoreproperly,itinlargesfore-groundsbeyond
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theirproportion.Thus,ifyoulookatyourfaceinaspeculumofthiskind,you

willseeyournosemagnified.Theretiringpartsofyourfacewillappearof

coursediminished.(227)

ギルピ ンの指摘す るクロー ド ・ミラーの欠点 とは、鏡 とい う光学的道具の特性 によ り風景

の 「奥 行 き 感(depth)」 、「漸 次 的 推 移 感(gradation)」 、 「距 離 の ふ く ら み の 感 覚

(rotundityofdistance)」 が失 わ れ、劇 場 の書 き割 りを奥 に 向か って順 に並 べ た よ うな

「平板 さ(且atness)」 の印象 を与 えて しまうこ とであ る。 また、 凸面鏡 は 「近景 を不 自然

に大 き く見せ て しまい(itinlargesfore-groundsbeyondtheirproportion)」 、逆 に遠景の

もの を不 自然 に小 さ く歪 めて しま うこ とに なる。 この ような クロ ー ド ・ミラーの ネ ガ

テ ィヴな特性 は、 もちろん、小 さな鏡の範囲 に広大 な風景 を凝縮す る とい うポジティヴな

特性 と表裏一体 の関係 にある。

3

前 節 におい て、 ブ ラ ウ ンと画 家 ク ロー ドの 関係、 グ レイ、 ウェス ト、 ギル ピン とク

ロー ド ・ミラーの関係 を、彼 ら自身 による具体的 な記述 に即 して見 て きた。本節で はそれ

らの記述 を比較検討す るこ とによって、彼 らに とってクロー ド ・ミラーが映 し出す 「ピク

チ ャ レス クな風景」 とは どの ような ものであ ったのか考察 してい きたい。

ジ ョン ・ブ ラウ ンが1753年 頃にケズ ィ ックの風 景の一部 をクロー ドの絵画 にた とえた

とき、 ブラウ ンの意識の 中にはクロー ドの絵 をモ デル とした理想的 な風景が あ り、その理

想 的な風 景 に は 「繊細 な陽光(delicatesunshine)」 が風景全体 にふ りそ そ ぐこ とに よっ

て生 まれる 「美(Beauty)」 があ った。 したが って、ブ ラウンが"picturesque"と 言 う と

き、 そこでは文字通 り 「絵の ような」風景が眺め られてい た とい うこ とになる。 ブラウ ン

はクロー ド ・ロ ランと並べ て、サ ルヴ ァ トール ・ローザ(SalvatorRosa)、 ガスパ ール ・

プ ッサ ン(GaspardPoussin;GaspardDughet)と い う17世 紀 イ タリアで活躍 した画家の

名前 を挙 げてい るが、 これ らの画家が描い たよ うな風景 を実際 に 目に した とき、 ブラウ ン

はそ れ を 「ピクチ ャ レス クな風 景 」 と呼 ん だの で あ る。 この ように意 識 の中 に事前 に

持 ってい る認識 の枠組 み 一 絵画 的な枠組 み 一 を基準 と して現実 の風 景 を評価す るとい

うのが ブラウ ンに見 られ る風景鑑賞 の態度 といえるだろう。

これ に対 して、1769年 にク ロー ド ・ミラー を携帯 して湖水 地方 に出か けた トマス ・グ

レイの場合 に特徴 的なのは、「風 景 に背 を向けて」、「クロー ド ・ミラー に映 る映像 」 を鑑

賞す る とい う行為 であ る。 グ レイは トマス ・ウ ォー トンに宛 てた手紙 の 中で、1769年10
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月2日 に起 こった次 のよ うな出来事 を語 っている。

Dinedby20'clockattheQueen'sHead,andthenstraggledoutalonetothe

Parsonage,felldownonmybackacrossadirtylane,withmyglassopeninone

hand,butbrokeonlymyknuckles,staidnevertheless,andsawthesunsetin

allitsglory.(Gray524)

小道 を歩 いてい たグ レイが仰 向けに転 んで、 その ままの状態で美 しい 日没 を眺め た とい う

シー ンで ある。 ここで注 目すべ きは、彼 の手 にはクロー ド ・ミラーがふ たを開けた状態で

握 られていた とい うこ と、そ して、転 んだ ときにそれ は壊れず、手の 甲にけが を しただけ

だ と言 ってい るこ とで ある。 クロー ド ・ミラーのふ たが 開い てい た とい うこ とは、 グ レイ

はク ロー ド ・ミラーに映 る映像 を眺 め なが ら歩 い ていた可能性 が高 い。 そ して、 ク ロー

ド ・ミラーを眺め なが ら歩 いてい て 「仰 向 けに転 んだ(felldownonmyback)」 とい う

こ とは、 当然、後 ろ向 きに歩いてい た とい うことである。 ここまで はグ レイが クロー ド ・

ミラーに夢 中になってい たこ とを示す逸話 として有名で あるが、 さ らには もうひ とつ注 目

すべ き点が ある。そ れは、 グ レイが 自分 の手 をけが した こ とよ りも、 クロー ド ・ミラーが

無 事 で あ っ た こ とに 安 心 して い る 様 子 で あ る(withmyglassopeninonehand,but

brokeonlymyknuckles)。 小 道 を後 ろ向 きに歩 きなが らク ロー ド ・ミラーで風景 を眺め

る こと、そ して 自分 のけが よ りもクロー ド ・ミラー を壊す ことの方が心配 だ とい うこ と、

グ レイの行動 には尋常 な らざるクロー ド ・ミラーに対す る執着心があ る。 この執着心の意

味す る ところは何か?こ こで、先 に引用 したグ レイの 「今や太陽の光が不十分で、空が

曇 って きた(butnowthesunwaswanting,andtheskyovercast)」 とい う記述 を思 い

起 こ してみ よ う。 この記述 をクロー ド ・ミラー との関係 において解釈す る と、黒い鏡であ

るクロー ド ・ミラーを使 えない時 間になって きた とい うこ とになる可能性 はすで に示唆 し

た。2つ の記述か ら導 き出 されるのは、グ レイ に とって風景 を眺める ことは、す なわ ちク

ロー ド ・ミラーに映 る風景 を眺め るこ とその もの だったので はないか とい うこ とであ る。

現実の風景 に背 を向けて、 自分の手の 中にあるクロー ド ・ミラーに映 る風景 を眺め るこ

とが グ レイに とっての風景鑑賞であ った とす るな らば、 グ レイに とっての 「ピクチ ャ レス

クな風景」 はクロー ド ・ミラーの中にのみ存在 したこ とになる。 ブラウンは意識の 中にあ

る絵画的枠組み 一 あ るい は 「額縁 」一 を通 して風景鑑賞 を したが、 グ レイの場合 にはそ

の枠組みが意識 の外 に飛 び出 して、現実 に 「枠」 の中にお さめ られ ている凸面鏡が意識の

枠組みそ の もの となっている。彼が風景 の中に探 し求め たの は、 その 「物象化 した意識の

枠組 み(=ク ロー ド ・グ ラス)」 に合致す る風 景であ ったはずであ る。 そ して、映 し出さ
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れた風景 は常 に彼 の手 に しっか りと握 られてい る。 ここには 自分の理想 の風景 を 「所 有」

す る欲望 さえ感 じられるが、その欲望 を暗示 す る記述 を10月4日 にグ レイ 自身が残 して

いる。

FromhenceIgottotheParsonagealittlebeforesunset,andsawinmyglass

apicture,thatifIcouldtransmittoyou,andfixitinallthesoftnessofits

livingcolours,wouldfairlysellforathousandpounds.Thisisthesweetest

sceneIcanyetdiscoverinpointofpastoralbeauty.Therestareinasublimer

style(Gray530)

つ ま り、風景の生 き生 きとした色彩 の柔 らか さをその ままの形で 固定で きるな らば、それ

は優 に1,000ポ ン ドの価値 があ る とグ レイは述べ てい るのであ る。 これ を 「視 覚す るこ と

で対象 を所有す る欲望」 と呼ぶ こ とはで きない だろうか。

この ような視点か ら考 える と 「視覚す るこ とで対象 を所有す る欲望」 を、本人の意 図は

ともあれ、 ビジネス に したのが トマス ・ウェス トだ とい うこ とにな る。1778年 出版のA

GuidetotheLakesは 彼の死後 も7版 を重 ね、 ピクチ ャレスク旅行者の 問でベ ス トセ ラー

となった。す でに引用 した ように、 この本 の中で ウェス トは"Thelandscapemirrorwill

alsofurnishmuchamusementinthistour."(Westl1)と 述 べ、 ク ロー ド ・ミラーが 旅

行の楽 しみ を大 きく増 して くれる と喧伝す る。そ して、人 間の視覚 に とって 「最 も整然 と

した眺め」 を 「自然 の柔 らか い色彩」で映す ため には、 どの よ うなサ イズや湾 曲や色の ク

ロー ド ・グラスが適切で あるのか、 そ してそ れを どの ように使 えばよいのか を丁寧 に教 え

て くれているのであ る。 ウェス トの ガイ ドブ ックの人気 を見れ ば、彼が どれ ほ ど読者の視

覚的 な欲望 に敏感で あったか理解で きるだろう。

自身が画家で もあ ったウ ィリアム ・ギル ピンはクロー ド ・ミラーよ りも肉眼 に重 きを置

いた。 クロー ド ・ミラーが映 し出す反射像が その 凸面鏡 としての特性 によって、 肉眼 に比

べ る と 「平坦 」 な もの とな り、映像 を歪 め、「近 景 を不 自然 に大 き く見せ て しまう」 こ と

を批判 した。現実の風景 を眺 めて意識の 中の絵画 的枠組み に照 らし合 わせ、その映像 を自

らの手 を使 って紙の上 に再現す るこ とがで きたギルピ ンに とって は、 クロー ド ・ミラーの

歪 んだ反射像 は風景鑑賞 に とって本質的 な もので はなか った ので あろう。それ は 「まやか

し」 であ り、「新奇 さ」 に よって人 を楽 しませ るだけの道具 であ った。 しか し、た とえそ

の ように考 えていた として も、 ギル ピ ンが グ レイ的な 「視覚す るこ とで対象 を所有す る欲

望」 と無縁であ ったわけではない。手元 の小 さな鏡の 中に広大 な風景が実物以上 に美 しい

色彩 で凝縮 され、 目の焦点 をず らす こ とな く風景全体の与 える効果 と、個 々の 自然物の形
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態 を眺め るこ とがで きる利点 を指摘 してい るか らである。 また、 ギル ピンはクロー ド ・ミ

ラーが作 り出す映像 を楽 しむ特別 な方法 さえ も知 ってい た。

Inachaiseparticularlytheexhibitionsoftheconvex-mirrorareamusing.We

arerapidlycarriedfromoneobjecttoanother.Asuccessionofhigh-coloured

picturesiscontinuallyglidingbeforetheeye.Theyarelikethevisionsofthe

imagination;orthebrilliantlandscapesofadream.Forms,andcolours,in

brightestarray,fleetbeforeus;andifthetransientglanceofagood

compositionhappentounitewiththem,weshouldgiveanypricetofix,and

appropriatethescene.(Remarks225)

この引用 は馬車 の中で クロー ド ・ミラーを使 って車窓か ら流れ る風景 を眺め るこ との楽 し

み につい て述べ てい る一節で ある。通常 の使い方 を した場合 のクロー ド ・ミラーの映像が

静止画で ある とすれ ば、 ギル ピンの この使い方 はまるで映画や テ レビの画面 を眺めてい る

か の ようであ る。そ してそ の よ うな、 まるで 「想像 力 が生 み 出す 映像("thevisionsof

theimagination")」 あ る い は 「夢 の 中 の 輝 か しい 風 景("thebrilliantlandscapesofa

dream")」 を固定で きる ものな らば、 どんな大金 を払ってで もそれ を自分の もの に したい

とさえ言 ってい る。 ギルピ ンに も 「視覚す るこ とで対象 を所有す る欲望」が あったのであ

る。

グ レイを夢 中にさせ、 ウェス トが読者 と共有 し、 ギル ピ ンに新 しい楽 しみ方 を発見 させ

た原 動力 としての 「視覚 す る ことで対象 を所有 す る欲望 」 とは、 別の言葉 を用 いる な ら

ば、主観 的認識 の枠組み の中で表象 され た風景 を所有す るこ とで あ り、その表象 され た風

景 は本来主体 に帰属す る もの である。今一度別の言葉 を用い るな らば、 自分 自身の主観の

投影 としての風景 を再 び自分 の手 に取 り戻す行為 である。 これ は自然 の風景 を媒介 とした

自己愛の表現そ の もので はないだろうか。意味深長 なこ とに、 クロー ド ・ミラーを用いて

風景 を眺 める とき、一番手前 に大 きく映 ってい るのは、常 にピクチ ャ レス ク旅行者本人の

顔そ の ものなのであ る。

注

1

9
倉

り
0

この 定 義 のglassesは 図3の よ う な複 数 の ガ ラス を使 った 光 学 的 道具 で あ る。

Mason352n、 お よびGilpin,Remarks2:224。

筆 者 の調 査 で は、 同商 品掲 載 の カ タ ロ グ に は1848年 の 版 が あ る 。BenjaminPike,Jr.
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4
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だ
0

7

Pike'slllustratedDescriptiveCatalogueofOptical,MatheYnatical,andPhilosophical

Instruments.NewYork:BenjaminPike,Jr.,1848.

"
mirror",EncyclopcediaBritannica.

Mailletl6-17.

West193.

Crary30.同 書p.29の 注 に は カ メ ラ ・ オ ブ ス キ ュ ラ に 関 す る 詳 細 な 文 献 が 紹 介 さ れ

て い る 。
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